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道管理河川の水害リスク（二級河川）
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・上流部は急激な水位上昇を伴う溢水、越水

・洪水流による河岸欠壊、堤防決壊

≪洪水の特徴≫

・河口付近の低地では、広範囲な浸水

・急激な水位上昇による家屋の浸水被害と住民等の逃げ遅れ

・公共施設等の被災による機能停止

・幹線道路の被災による輸送機能停止の長期化

＜河川の特徴＞

・農地の被災や、道路・橋梁の侵食、浸水被害による集落の分断

や物流への影響

想定される

水害リスク

・上流は、勾配が急で蛇行している箇所がある

・河口付近の平地には市街地が形成され、国道・

道道などの幹線道路が河川を横過している。

・河川沿いの低平地には農地が広がり、市街地、

集落が点在している

・市街地・集落を結ぶ道路が、河川と近接している

箇所がある



道管理河川の水害リスク（二級河川）
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・急激な水位上昇を伴う溢水、越水

・大量の土砂や流木の流出による河道埋塞

・洪水流による河岸欠壊、堤防決壊

≪洪水の特徴≫

・急激な水位上昇による家屋の浸水被害と住民等の逃げ遅れ

・公共施設等の被災による機能停止

・幹線道路の被災による輸送機能停止の長期化

＜河川の特徴＞

・道路・橋梁の侵食、浸水被害による集落の分断や物流への影響

想定される

水害リスク

・勾配が急で、蛇行している箇所がある

・河口付近には市街地・集落が形成され、主要

な道路が河川を横過している。

・河川沿いに住家等が点在し、主要な道路が近接

している箇所がある

根
室
海
峡

忠類川より北側



２．現在の取組状況について
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ハード対策
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河川管理施設の整備に関する事項

～河川整備の推進～

23

●水害から人命や財産を守るための河川整備

流下能力が不足している河道に対し、流下断面を確保するための河道掘削や堤

防整備を実施

河川名 市町村名 施行年度 事業概要

標津川 中標津町 H29～H43(予定） 掘削工、築堤工、護岸工など

標津川広域河川改修

事業



河道内樹木伐採などの河川維持管理のあり方

24

・H28年の台風等による洪水被害を受けて、河川ごとに実施計画を立てて、予防保全
型の考え方を取り入れた計画的な維持管理に取り組む（平成29年度より）

公開URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/sbs/ksn/kasenkahome/kadounaijumoku.htm



合流点水位観測局

（SP5.4km）

事業名 標津川特定河川改良工事

事業年度 平成22年度から27年度
計画流量 910m3/s
＊河口部～10.4kmについて、
平成22年に北海道開発局から移譲

河口水位観測局

（SP0.2km）

標津観測所

水位局

堤防新設

凡 例

旧堤撤去

雨量局

（SP600）

H.W.L 2.86ｍ
ピーク水位1.87 m

標津川

河川整備の効果について（標津川 H28.8.23出水）
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堤防新設 旧堤防



河川整備の効果について（標津川 H28.8.23出水）
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標津川河口部の平成２８年８月２３日の出水状況

（朝７時撮影）

合流点観測所 ピーク水位 ７．０８ｍ（２３日 ８時２０分）

撮影時水位 ７．０２ｍ（２３日 ７時）

サーモン橋
サーモン橋

標津川（標津町） 平成２８年８月２３日の出水について
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H18.10.6 H18.10.7 H18.10.8 H18.10.9 H18.10.10

雨
量

(
m

m
)

H18.10.6～10.10の水位、雨量

雨量（標津観測所）

合流点（水位）

河口（水位）

ピーク水位 6.57m（上昇量:3.75m）

ピーク水位 1.94m

（上昇量：2.28m）

総雨量216mm

（10/7～8）

河川整備の効果について（標津川 H28年8月出水）
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H28.8.15 H28.8.16 H28.8.17 H28.8.18 H28.8.19 H28.8.20 H28.8.21 H28.8.22H28.8.23

水
位
（

m
）

H28.8.15～8.23の水位、雨量

雨量（標津観測所）

合流点（水位）

河口（水位）

ピーク水位 7.08m（上昇量：3.97m）

ピーク水位 1.37m

（上昇量：1.29ｍ）

出水前水位 3.11m

出水前水位 0.08m

【水位上昇量の比較】

総雨量443.5mm

（8/15日～8/23）

出水前水位 2.82m

出水前水位 -0.34m

●平成28年洪水と平成18年洪水の水位変化の比較
合流点水位

河口水位観測所

H28年洪水 H18年洪水

合流点水位 3.97m 3.75m

河口水位 1.29m 2.28m

H28年洪水は、合流点の水位上昇量がH18年洪水より大きいにも関わらず、河口の
水位上昇量が小さく、引き堤の効果が現れた。

＞

≪

引き堤工事上流側→

引き堤工事下流側→


